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内容の要旨および審査の結果の要旨
Balfourによって1922年に最初の残胃癌の報告がなされて以来，ヒト残胃と切除を受けていない胃にお
ける発癌リスクの差について論じられてきたが，一定の見解が得られていない。また幽門側胃部分切除後
の再建には主にBillrothl法（Ｂ－Ｉ法）とBillrothⅡ法（Ｂ－Ⅱ法）が用いられてきたが，再建法別の発
癌リスクの多寡についても意見が分かれている。そこで，これらの再建法別の発癌リスクおよび発癌過程
を知る目的で，ラットを用いて残胃における腫瘍発生率，残胃粘膜の病理組織学的変化ならびに細胞動態
について検討した。
体重2009前後のWistar系雄性ラットの腺胃の幽門側を２／３切除後，残胃を十二指腸に吻合したＢ－Ｉ
法群（n＝22）および空腸と吻合したＢ－Ⅱ法群（n＝24）を作成し，発癌剤を投与せずに50週後に屠殺し
た。腫瘍の病理組織学的所見の判定は，腺増生が粘膜筋板を破り粘膜下層以下に浸潤増殖するものの中で，
異型性の強いものを癌とし，弱いものを腺腫とした。粘膜下層以下に浸潤するが異型性がないものをgas
tritiscysticaprofunda（GCP）とした。細胞動態の評価はBromodeoxyuridine（BrdU）標識法な
らびにBrdUとIododeoxyuridine（IdU）の時間差標識によるdoublelabeling法にてS期細胞率，増殖
帯細胞数，DNA合成時間，世代時間を算出した。得られた結論は以下のごとく要約される。
１）腫瘍および癌はＢ－Ⅱ法群の残胃吻合部にそれぞれ25.0％，20.8％に認めれたのに対し，Ｂ－Ｉ法群
では認められなかった。
２）吻合部での偽幽門腺，拡張腺管およびGCP出現率はＢ－Ｉ法群に比較して，３病変とも有意にＢ－Ⅱ
法群で高率であった。
３）吻合部胃底腺の萎縮の程度はＢ－Ⅱ法群において強かった。
４）増殖帯における細胞数はＢ－Ⅱ法群では平均21.8個で，Ｂ－Ｉ法群の平均10.6個に比較して有意に多
く，増殖帯の拡大が認められた。
５）DNA合成時間はＢ－Ｉ法群の8.3時間に対し，Ｂ－Ⅱ法群では12.0時間と有意に長く，世代時間もＢ－Ⅱ
法群では35.5時間で，Ｂ－Ｉ法群の20.9時間に比較して有意に延長していた。
これらのことより，Ｂ－Ⅱ法再建残胃粘膜は形態学的変化のみならず細胞動態の変化も強く，Ｂ－Ｉ法
に比較して発癌リスクが高いことが示唆された。
以上より，本研究は残胃の発癌リスクならびに発癌過程の解明という観点から，胃外科学上価値のある
労作と認められた。
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